
利

鴫

嚢

の

坤

輿

苗

圃

登
園

に
就

て

(
二
)

藤

間

元

春

四
.
坤
輿
金
閣
の
支
那
及
日
本
に
典

へ
ね
影
響
と
其
要
領

利
慧

親
の
坤
輿
合
間
が
,
具
申
明
､
孝
之
洗
､
楊
見
韓
,
陳
民
志
､
初
光
宗
等
諸
家
の
助
力
h

t

稗
で
p
完
成
し
た

で
あ
ら
う
rJ
と
は
,
こ
の
間
に
こ
れ
ら
の
人
の
序
や
政
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ

てし
ら
れ
る
｡
貰
う
し
て
そ
れ
が
支
邦

人
の
地
排
の
m心想
む
改
め
誓

J
と
は
･
明
史
を
み
る
と
明
ほ
し
る
さ
れ
て
ゐ
る
'
明
史
天
文
志
h
tみ
る
と

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
1
1

1
1
1
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

明
醐
京
樽
両
津
人
利
喝
肇
等
入
間
､
締
於
天
文
雁
算
之
撃
,
磯
微
閣
奥
運
算
刷
器
,
前
此
未
嘗
有
也
TiSj
綴
英
数
､

論
者
於
篇

と
し
る
し
,
西
洋
之
説
･
既
不
肯
於
雪

面
有
職
於
天
と
の
べ
rJ
の
利
喝
蓑
の
龍
と
5'ふ
も
の
は
天
文
に
合
す
る
､

右

へ
は
な
か
っ
た
撃
説
で
正
し
い
も
の
だ
と
の
べ
,
地
は
閲
也
,
地
は
天
中
に
屠
り
其
機
種
固
天
庇
と
相
腰
ず
'
支

邪
は
赤
道
の
北
に
あ
る
か
ら
北
極
且
は
常
に
見
え
る
け
れ
ど
も
南
極
は
見
え
琴

い
0
商

へ
二
官
五
十
里
を
ゆ
-
と
北

極
展
の
高
さ
が

一
度
ひ
-
～
菅

､
牝

へ
二
宝

十
盟
を
ゆ
-
と
粒
晶
が

壷

だ
け
高
-
在
る
､
と

い
ふ
や
う
な
新

訟
を
の
べ
て
ゐ
る
｡

蓋
し
rJ
の
天
蓋

の
文
は
軍

IJ!
R
瑚
麓
の
数

へ
蒜

で
あ
っ
1

是

と
同
じ
こ
と
が
乙
の
坤
輿
苗

の
始
め
に

誓

机
で
ゐ
る
の
で
あ
る
｡
乙
の
文
は
賓
に
地
蛋

撃
と
考

へ
-

-

郵
人
の
迷
警

警

ん
宝

に
'
リ

ブ

利
粘
寮

の
坤
如
鵜
的
金
側
に
放

て

710
温

田

l



地

政

節
十
五
容

約

三
班

7
tO
X

讐

7

チ
の
飴
轟
音
心
し
た
説
明
で
あ
ら
､
且
つ
自
作
で
あ
っ
た
放
け
に
､
東
洋
の
地
理
撃
史
の
上
に
於
で
最
蚤
基
記
銀
で

あ
る
と
皿
ふ
か
ら
ー今
を
の
頻
を
廠
は
ず
し
て
rJ
一
に
そ
の
重
文
を
摘
記
し
て
触
る
後
は
そ
の
解
説
を
L
y
み
た
い
C2

葡
者
の
諒
と
せ
ん
rJ
と
恕
乞
ふ
鮎
で
あ
る
O

O

地
典
梅
本
遊
園
形
｡
耐
食
籍

一
球
｡
暦
天
球
之
中
.
誠
如
麻
子
黄
慧

=
内
｡
敵
地
馬
方
者
｡
乃
語
其
定
而
不
参
之

性
o
非
其
語
形
機
也
｡
天
既
包
地
｡
則
彼
此
相
魔
｡
故
有
天
南
北
二
極
｡
地
亦
有
之
｡
天
分
三
百
六
十
度
｡
地
亦
同

之
｡
天
沖
有
赤
道
.
自
赤
道
而
商
二
十
三
度
単
為
覇
道
｡
赤
道
面
北
二
十
三
度
牛
馬
北
濃
｡

按
中
間
在
北
濃
之
外
､
日
行
赤
道
則
藩
夜
卒
行
､
覇
道
則
塞
短
､
行
北
道
則
婁
義
.
故
天
球
有
塞
夜
卒
園
列
於
申
､

塞
無
蓋
重

商

列
於
南
北
｡
以
薯
田
行
之
界
｡
灘
球
亦
設
三
.困
却
干
下
荒
｡
但
天
包
地
外
為
甚
大
､
共
変
鹿
｡
地
産

天
中
馬
甚
小
p
其
鑑
狭
.
此
其
差
異
者
耳
｡
沓
柑
直
行
北
方
者
.
毎
路
二
官
五
十
旦
魔
北
極
出
苗

一
皮
､
南
極
叉
低

1I
皮
｡
直
行
南
方
者
'
毎
勝
二
宵
五
十
度
鹿
北
極
人
橋

一
皮
､
南
極
出
苗

丁
度
､
則
不
特
番
地
形
異
聞
而
並
徴
｡
地

之
奪

一
度
焼
二
宵
五
十
盟
｡
則
地
之
兼
酉
南
北
各

一
過
有
九
苗
盈
賓
敏
也
｡
是
南
北
輿
東
西
数
相
等
而
不
容
量
也
.

夫
地
厚
二
歯
八
千
六
育
三
十
六
埋
葬
可
分
旦
之
三
十
六
分
｡
上
下
四
穿
菅
銀
歯
朗
居
､
揮
愉

一
球
原
無
上
下
｡
董
在

天
之
内
'
何
階
非
天
｡
絶
大
<
=内
凡
足
所
作
即
馬
下
｡
凡
骨
所
向
即
馬
上
｡
其
専
以
身
之
所
属
倉
上
下
着
､
未
然
也

且
予
自
大
的
押
縁
入
中
岡
､
至
婁
夜
卒
線
己
児
南
北
二
極
常
在
平
地
賂
重
荷
低
､
遭
崎
而
商
過
大
浪
山
(喜
望
岬
)

己
兄
南
極
出
地
三
十
六
度
｡
則
大
狼
山
奥
中
囲
上
下
利
発
封
待
夷
｡
蘭
書
彼
幡
只
価
天
衣
上
'
兼
備
之
荘
下
也
｡
故

謂
地
圃
而
週
間
唐
産
曲
者
信
然
･英
o



以
天
勢
分
山
梅
､
自
北
所
蔵
渇
五
昔
｡

7
凝
塾
長
葺
短
二
圏
之
間
｡
基
地
甚
熱
帯
ー
近
日
輪
故
旭
｡
二
我
北
極
圏

之
内
､二
二
在
南
極
圏
之
内
､
此
二
期
地
居
甚
冷
帯
､
速
日
輪
故
也
｡
四
准
北
極
重
義
二
薗
之
間
｡
瓦
解
極
意
褒
二
圏

之
聞
･.
･此
二
地
皆
謂
之
正
邪
､
不
甚
冷
熱
日
輪
不
遠
不
近
故
也
｡

ノ

ガ

ラ

ニ

カ

叉
以
地
勢
分
輿
地
角
五
大
州
'
日
欧
遊
巴
'
目
刺
米
並
､
日
亜
細
亜
'
日
商
菰
轟
利
加
､
日
蓮

克

轍

泥

加

｡
砦
歓

カ
ラ
ンllT･ヤ

迎
巴
者
､
商
売
地
中
梅
｡
北
至
臥

蘭

的

並

(
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
)
及
氷
海
｡
兼
糞
大
乃
河
(
ド
ン
河
)遇
何
的
湖
'
太
海

セ
ント
ロー
レン
ス

(
今
の
ア
ブ
ブ
と
盈
梅
)
酉
糞
大
西
洋
.
著
利
来
由
者
南
大
池
H
t
北
室
地
中
海
､
兼
真
西
紅
海
仙

界

冷

徹

島

(
｢

†
ダ
カ
r(わ
ル

名
肺

打

局

失

葛

)
酉
至
河
璃
並
諾
鎗

(
オ
セ
ア
ヌ
ス
の
性
謬
)
｡

即
此
州
只
以
聖
地
之
下
級
路
(
ス
エ
ズ
)典
亜
細
亜
相

ス
マ
ド
ラ

ル
ゾン

聯
｡其
飴
全
馬
四
淘
所
園
｡
若
頭
細
孤
老
南
薫
蘇

門

答

腰

'
呂

栗

等

島
､
北
至
新
曾
白
鳩
(
ノ
ブ
ゼ
ビ
ラ
)
及
北
海
｡
来

室
口
本
島
.
大
明
海
o
酉
至
大
乃
河
､
握
河
的
湖
'
太
海
.
西
海
紅
､
小
酉
洋
(今
ア
ラ
ビ
ヤ
海
)
0

メ
ガ
ヲ
ニ
カ

若
塩
基
利
加
者
全
馬
四
海
朗
園
｡
南
北
以
倣
地
(
パ
ナ
マ
地
峡
)舶
聯
｡
若

藁

先

晩

泥

知

者
轟
春
南
方
､
惟
見
南
極

山
地
.
而
北
極
恒
減
駕
｡
其
界
未
審
何
如
｡
故
未
敢
訂
之
､
惟
其
北
遊
興
大
小
爪
畦
及
墨
東
低
泥
峡

(
マ
ゼ
ラ
ン
海

峨
)
為
境
旭
其
各
州
之
鼎
普
以
五
色
別
之
令
其
便
兜
｡
各
囲
繁
酵
搬
悪
､
大
約
各
州
供
有
汀
散
開
.
原
宜
作
間
球
､

以
其
入
間
不
便
p
不
碍
不
易
圃
病
中
'
反
圏
角
線
耳
｡
欲
知
其
形
必
須
朝
倉
連
兼
些

一海
馬

一
片
町
並
｡
其
館
緯
線

本
偲
毎
庇
箭
之
､
今
且
植
皮
十
度
為

一
､
万
以
免
雑
胤
､
依
是
可
分
置
各
組
千
其
所
｡

△

△

△

△

△

△

△

△

△

兼
閣
緯
線
数
､
天
下
之
長
､
日
豊
夜
車
線
偽
中
而
題
'
上
教
室
北
極
､
下
敷
生
絹
極
｡
南

北

締

組

敷

､

天

下

之

寛

△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△
△

自
蘭
島
起
偽

一十
度

至

二

田

六

十

庇

｡

務
祁
接
讃
｡
試
加
療
稗
南
京
雛
中
線
以
上
三
十
二
度
｡
(
北
緯
)
離
藤
島
以

東

･1
官
甘
入
鹿
(東
館
)則
安
之
於
其
所
也
｡

利
地
髄

の
坤
輿
端
例
会
-鋼
に
就

て

ニ0
七

四

三



地

球

節

十

正

Rl

雄
三
批

ニ栄

脚
蛸

凡
的
在
中
線
以
上
､
主
北
極
則
欝
馬
北
方
.
凡
春
中
線
以
下
則
別
寛
為
南
方
溝
ー
樺
氏
謂
中
間
在
南
臆
部
州
､
並

計
須
珊
山
川
大
地
数
其
絡
可
知
也
｡
又
用
緯
線
以
賓
客
極
出
地
盤
何
､
蓋
的
離
登
載
中
線
度
数
輿
極
用
地
度
数
相
等

但
准
南
方
則
薯
南
極
出
地
之
数
､
在
北
方
則
華
北
極
出
地
之
数
也
｡

故
嘩
ぷ
師
隔
中
線
以
北
四
十
度
､
則
知
京
師
北
極
高
四
十
鹿
也
親
犬
浪
出
隔
中
線
以
南
三
十
六
度
則
知
大
浪
山
絹

極
高
三
十
六
度
也
｡

凡
同
緯
之
地
､
其
極
出
地
数
同
則
四
季
盛
暑
同
態
鷲
'
若
繭
巌
離
中
線
度
数
相
同
'
但

一
難
千
南
､

ff
離
千
北
其

四
季
並
塗
被
刻
数
均
同
､
惟
時
鼎
反
｡
此
之
夏
鳥
彼
之
冬
耳
｡
甘
長
豊
長
夜
離
中
線
愈
遠
則
其
長
愈
多
.
金
魚
式
以

計
千
園
改
｡
毎
五
皮
其
登
夜
長
何
如
､
則
酉
東
'
上
下
隔
中
線
敏

一
則
皆
可
通
用
鷲
.

用
雑
線
以
定
雨
魔
相
即
幾
何
辰
也
､
蓋
日
輪

一
日
作

7
過
則
毎
辰
行
三
十
度
両
所
慮
相
違
三
十
庇
､
並
謂
差

一
反

故
硯
東
宮
離
蘭
島

1,
官
四
十
些

m
細
句
離

一
.TiilT77
一
十
度
､
則
明
女
匿
千
緬
旬
差

山
辰
､
耐
凡
女
直
島
卯
時
､
細
方
名

東
時
也
其
飴
倣
是
鷲
｡
設
差
六
辰
､
則
両
所
塞
夜
祁
反
蔦
｡

如
所
離
中
線
庇
敏
文
川
面
差
寓
北
､
則
両
地
入
射
足
底
反
行
､
政
商
東
経
中
線
以
北
三
十
二
庇
雛
藤
島

一
首
二
十

八
鹿
面
前
亜
逓
利
加
之
鞘
八
作
､
離
中
線
以
南
三
十
二
度
離
蘭
島
三
百
又
客
入
皮
､
則
南
京
於
喝
八
作
人
相
封
反
足

底
行
奥
.
従
此
可
暁
同
揮
線
所
並
同
辰
耐
同
時
見
目
月
蝕
尭
'
此
其
大
略
也
其
群
別
備
千
聞
云
､
利
鞘
肇
撲
｡

今
乙
の
文
数
み
る
と
数
節
か
ら
成
っ
て
ゐ
る
｡
即
節

1
は
地
が
球
で
あ
る
rJ
と
､
塵
緯
度
の
訟
を
の
べ
'
地
上
は

五
鼎
が
あ
り
連
夜
の
長
TR
が
あ
る
こ
と
む
し
る
す
｡
ま
づ
こ
れ
が
第

一
段
で
あ
る
｡
衝
又
TJ
の
文
に
ょ
つ
て
､
支
郷

の
二
甘
五
十
漫
(嘗
八
)が

.I
皮
に
倉
す
る
と
い
ふ
こ
と
が
確
め
ら
れ
る

ハ
尺
度
綻
考
里
と
地
間
参
照
)



こ
の
文
で
面
白

い
の
は
藩
望
岬
を
大
浪
山
と
し
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
､
fJ
れ
は

一
四
八
六
年
.'1
〝
･
-
ロ
メ
オ
･
ヂ

ア
ズ
が
ア
フ
リ
カ
の
南
端
を
磯
風
し
た
時
､
風
浪
が
高
か
つ
ね
の
で
,
カ
ボ
ト
ル
メ
ソ
ト
ゾ
と
名
づ
け
た
の
む
'
葡

ヽ
ヽ
ヽ

王
が
喜
望
岬
と
改
名
し
た
の
で
あ
つ
ね
が
･
rJ
れ
は
大
浪
山
と
滞
し
て
原
名
の
初
音
を
収
-
､
併
せ
品

名
の
意
味

を
79
現
は
し
た
こ
と
で
あ
る
0

第
二
段
覧

大
州
の
名
が
出
-

る
､
日
-

ヨ
ー
ワ
ッ
昌

-
リ
ビ
ア
,
日
-
ア
ジ
ア
'
日
商
北
ア
メ
リ
カ
.
日

メ
ガ
ラ

言

こ
れ
で
あ
る
0
も
し
ア
メ

リ
カ
を
南
北
二
大
州
J
J
す
れ
ば
六
大
州
と
在
る
0

メ
ガ
ラ

ニ
カ
と

い
ふ
の
は
本
間
に
よ
れ
ば

墨
瓦
版
泥
挙

俳
朗
機
図
人
姓
名
軍

ハ
十
年
始
遇
･地
峡
麗

筆
-此
地
東

欧
羅
巴
士
以
衰

姓
名
事

峡
'名
晦

名
鞄

と
説
明
す
る
所
の
も
の
で
､
メ
ガ
ラ

ニ
ー
と

い
ふ
は
ホ
ル
ト
ガ
ル
人
だ
と
あ
る
'
即
我
々
の
云
ふ
マ

ゼ
ラ
ン
で
あ

る

マ
ゼ
ラ
ン
は

1
空

九
年
に

マ
ゼ
ラ
ン
海
峡
を
教
見
し
た
の
で
'
そ
れ
を
以
て
幌
に
名
づ
け
'
海
に
名
づ
け
'
又
其

地
に
名
づ
け
た
と

い
ふ
0
其
夜
風
が
こ
の
間
の
原
本
か
ら
六
十
空

糾
と
あ
る
か
ら
､
リ
ッ
チ
…

プ
の
原
問
は
竺

五
七
九
年
頃
の
オ
ル
チ
リ
三

だ
と

い
書

に
在
る
p
其
閲
武
郎
ア
ピ
ア
ン
式
の
楕
固
形
投
射
法
に
よ
っ
て
オ
ル
チ

リ
ク
ス
が
乙
し
ら

へ
た
世
堺
地
閲
の
竺

版
は

三

七

〇
年
で
あ
る
､
タ
-

芸

サ
ー
プ

ア

ア
ト
ラ
芸

竺

頁
に
そ
の
茂
駕
が
あ
る
0
そ
れ
を
み
る
と

い
か
に
も
-

坤
輿
閲
に
似
て

E
st
reCho
di
M
a
g
allan
e山と
い
ふ
海

峡
が
あ
る
0
し
か
し

1
e
rra
d
e
l
F
u
e
g
O

(
火
地
)
を
記
し
V
,
メ
ガ
-

カ
と

い
ふ
記
入
は
覆

い

.
ノ
ブ
ギ
ネ

ヤ

の
商
の
大
陸
も
形
は
整
っ
て
ゐ
な

い
か
ら
､
懲
ら
-
rJ
の
初
版
よ
-
72
更
ら
ほ
後
に
粗
雑
ね
‡

チ
リ
ウ
ス
ほ
よ
っ

た
も
の
で
あ
ら
う
と
考

へ
る
｡

-
ノ
し
て
そ
れ
は
ru是

の
.
べ
た
和
蘭
の
歴
史
家
ゲ
イ
ー
プ
リ
ー
ト
二

五
九
七
年
)

利
地
窮

の
叫
典
粥
川
余

附
に
就
て

こ
完

四

五



地

球

耶
十
先
棒

婿
三
雛

ニ
7
0

tT5i
六

の
揮
っ
た
熱
誠
と

一
致
す
る
の
で
あ
る
｡
但
し
こ
の
六
十
年
を
此
間
の
出
来
た
常
廓
王
衆
と
す
れ
ば

一
六
六
二
年
頃

の
世
邪
地
間
と
な
る
で
あ
ら
う
｡

南
懐
仁
の
園
に
も
メ
ガ
ラ

ニ
カ
に
つ
い
て
は
､
乙
㌧
は
マ
ゼ
ラ
ン
の
顔
見
で
t
.そ
れ
に
よ
っ
て
メ
ガ
ラ

こ
カ
州
を

立
て
る
と

い
っ
て
ゐ
る
｡
そ
れ
に
は
甘
年
以
前
と
あ
る
｡

但
し
メ
ガ
ヲ

こ
カ
は
rbう
し
た
大
州
で
な

い
｡
坤
輿
閲
に
も
こ
J
は
人
跡
未
到
で
不
明
だ
と
し
る
L
t
オ
ラ
ン
ダ

の
地
間
に
は
rJ
J
は
州
の
あ
る
の
は
槌
か
で
な

い
と
あ
っ
て
､
既
は
白
石
が
酉
搾
紀
聞
の
上
は
論
じ
た
と
と
で
あ
る

が
p
し
か
し
白
石
を
除

い
て
我
穂
川
時
代
の
人
々
は
嘉
永
頃
迄
､
や
は
-1
メ
ガ
ラ

ニ
カ
の
あ
る
こ
と
を
疑
っ
て
は
ゐ

孜
か
つ
ね
､
故
に
酉
州
如
見
n
へ
も
乙
の
州
を
閲
示
し
た
｡

っ
ぎ
ほ
本
段
で
而
白

い
r̂J
と
は
､
歓
新
出
洲
と
ア
F',,1
ヤ
と

の
境
鼎
で
あ
る
｡
今
日
の
如
-
ウ
ラ
ル
山
脈
及
カ
タ
カ

サ
芸

と
ら
ず
し
て
大
乃
河
(納
川
端

霜

盲

河
的
湖
(謂

㌫

チ
ス
)
太
海
(
鼎
甑
)
む
以
て
欧
亜
の
境
と
し
､
新
骨
白

臓
(
ノ
'.h
ゼ
ン
ブ

タ
ヤ
)
かJも
獅
ア
.,,h
ヤ
洲
の
北
端
に
於

い
て
ゐ
る
と

い
ふ
有
戒
で
あ
る
｡

一
二
四

.L
年
.,,
ツ
の
侵
入

後

ア
ジ
ヤ
の
境
は

一
時
ウ
ラ
ル
を
西
に
越
え
た
'

1
四
七
八
年
欽
察
観
は
イ
ブ

と
二
世
は
や
ぶ
れ
て
克
解
し
た
け
れ

ど

も
､
十
七
世
紀
の
始
め
ほ
は
ポ
ー
プ
ン
ド
王
'',h
キ
ス
ム
ン
ド

一
世
の
た
め
に
∵

B
シ
ア
様
方
は
亡
び
凡
と

し
東
棟

で
そ
の
勢
が
ち
LJ
ま
っ
て
ゐ
ね
｡
従
っ
て
欧
亜
の
壊
れ
か
-
の
如
-
大
乃
河
ま
で
酉
に
A
n
れ
て
ゐ
ね
｡
今

で
も
ド

ン
河
の
束
に
は
ア
J,,L
ヤ
人
の
建
て
た
､
タ
タ
ー
ル
州
や

コ
サ
ッ
ク
自
治
共
和
園
が
あ
る
､
文
政
年
間
に
出
雄
花
膏
地

盆
の
輿
柚
諸
略
に
も
歓
洲
の
砥
域
hTLJ論
じ
､

.･&･;糾

.;..S
の分
非

､
村
政
は
郡
祁
河

(

O
b
)
と
鰐
.S
加
河

(V
o
lg
a
)
を
以
て
分
つ

〔
硯
水

の
拡
分
に
似
て
ゐ
る
)
又
フ
ラ

ン

ス

人

の
祝
に
は
杜
亦
額
河



D
v
in
a
/1
の
目
的
に
人
-
屯
糾

(
D
on
)
の
FE
T.

;｡附
に
入
る
桝
を
外
と
す
｡
前
説
よ
-
追
-
こ
と
甘
五
十
狗
逸
蛸
な
-
'
然
ど
も
虻
呼
べ
-
p
ポ
-
ス
の
単

ー
モ
チ
ス
i.
ケ
ル
ポ
リ

ス
ラ

相
に
て
考
･:化
せ
る
ロ
シ
ャ
川
相
に
は
か
す
ル
ガ
河
の
IL側
毅

的

抑

枇

撒

樹

勃

;1

(
カ
ザ
γ
の
鞘
)と
幼

刺

河

(S
u
ra'
か
す
ル
ガ
の
山
立
で
カ
ザ
ン
の
西

メ
ド
ゥ
t･:イ
ヂ
サ

に
於
て
北
枕
す
る
)

駄

狗
物

地

沙

河

(M
e
d
v
y
d
itsa
即
ド
ン
1---
統
)
及
屯
河
の
ア
ゾ
フ
脂
に
入
鹿
を
こ
洲
の
分
外
と
す
｡

盈
灘
地
ガ
土
人
の
解
耽

な
り
と

(託

維
帖
串
は
､
タ
イ
ム
ス
･
ア
ト
ラ
ス
に
よ
る
)

と
あ

る

｡
ruう
し
た

ロ
シ
ャ
人

の
説

め
た
境
界

が
､

fJ
の
利
氏

の
地
閲

に
の

つ
で
ゐ

る
の
も
甫

白

い
で

は
在

5,
か
｡

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

雛

二
段

に

は
裾
線

の
蓋
鮎

を

ア

フ
リ

カ
の
両
袖
蘭
島

に
取

っ
て
ゐ
る

rJ
と

で
あ

る
｡

rJ
机
は
後
世
狗
泡

の
地
園

に

あ

る
7
.ソ
レ
そ

フ
ィ

ン
と

は
ち
が

う
.
両
島
と
謬

L
で

ゐ
る
の
は
-

プ
チ

マ
ッ
プ
HlJ
按
ず

れ
ば
今

の

屯

ロ
ブ

n
の
西

は
あ

る

カ
ナ
リ

ー
島

の
rJ
と

で
あ

る
｡
rJ
の
島

は
蘭

-

は
ハ

ッ
ピ

ー
島
と
も

い
っ
た
の
で
両
島
と
鐸

し
た
｡
術

叉

rJ

の
緯
度

に
閑

し

､
円
本
.の
聾
者
が

説
明

を
し
た

の
は
ず

つ
と
後
世

天
明
五
年

(
一
七
八
五
)
に
森

島
甲
良
が

｢
紅

毛

難

詰
｣

を
著

し
た
時

に
之

に
言

及
し
た
ま
で

は
あ

ま

-
見
懲

ら

ぬ
蓋

し
利

鞘
肇

の
時

か
ら

'
遅

く

れ
る
乙
と

約

二
有

年

で
あ

る
の
も
何
白

い
か
ら

'
左

に
｢
刺

箱
｣
の
文

華

を
あ
げ

て

あ

き
た

い
｡

耶

弗
利
加
州
の
地
よ
り
七
十
刑
獅
印
に
常
り
て
'
カ
ナ
リ
セ
エ
イ
ラ
ン
ト

(
C
a
r
ar]-sels
lan
d
)

と
い
ふ
良
あ
-
'
絶
て
八
粍
な
り
､
缶
鎚
を
は
じ

め
他
の
土
産
拡
冬
-
､
勝
て
=33'健
の
腿
な
る
故
に
.n
ロ
ブ
キ
ク
エ
ィ
ラ
ン
ド

(
輩
新
円
-

こ
の
意
味
不
明
'
似
し
こ
の
良
は
古
-
は

F
ortuna､tae

ln
su
ta
e
と
い
ひ
滋
味
は

H
ap
p
y
lslan
ds
o
f
an
eie
nt
s
で
あ
る
)
と
も
い
ふ
､
群
に
謂
し
て
軸
路
と
い
ふ
'

こ
の
内
の
t
つ
テ
ネ
-
フ
ハ
ア

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

(
T
en
er
lfe
)
と
い
ふ
山
に
ヒ
-
.rf
(

P
ea
k
)
と
云
(
る

字竹
節
一
の
満
山
あ
り
(粥
謬
'
米
は
高
さ
一
茂
二
千
二
甘
択
)
他
罪
の
地
刷
を
作
り
新
田

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ

の
紐
皮
を
･:.<
む
る
に
此
山
を
以
て
始
と
す
O

と
別
に
託
し

て
あ

る
の
も
面
白

い
で
は
な

い
か
｡

雛

四
段

に

は
南
緯

北
緯

の
別

を
と
き
､
塞

垂

倣
知

を
説
明
し
､

又
ア
ピ
ア

ソ
聞
摘

桝
闇
上

に
､

を

の
登

夜

の
時

間

利
払
奴
の
坤
･則
れ
帆
か
附
に
就
て

こ
二

四
七



純

銀

節
十
五
谷

第

三
娩

7i三

四
八

HLJ奪
五
度
は
記
入
し
た
班
由
を
解
説
し
て
ゐ
る
｡

第
五
段
に
は
確
度
の
時
差
を
と
き

一
刻

(
今
の
二
時
間
)
が
三
十
度
だ
と
の
べ
'
併
せ

て地
上
に
封
蹟
瓢
の
あ
る

こ
と
を
つ
げ
.
南
京
の
封
足
底
鮎
は
､
南
ア
メ
-
カ
の
喝
八
作

(
ラ
プ
ラ
ク
の
平
原
)
で
あ
る
と
論
じ
た
｡

以
上
五
節
の
外
に
本
地
間
に
は
'
団
々
に
つ
い
て
い
ろ
-

珍
ら
し
い
潜
時
の
地
哩
的
知
識
が
加
は
っ
て
ゐ
る
｡

ね
と

へ
ば
新
大
陸
と
ア
ジ
ヤ
と
は
'

コ
ロ
ン
ブ
ス
磯
風
普
時
で
も

一
つ
で
あ
っ
て
p
共
闘
に
海
あ
る
を
像
期
し
夜

か
っ
た
｡

一
五
〇
七
年

W
a
ld
s
eem
i.111e
r

が
は
じ
め
て
北
米
と
ア
ジ
ヤ
と
の
間
を
海
で
わ
け
た
が
､
翌
年
に
は
蒋

び
儀
ほ
か

へ
つ
ね
､
漸
-

一
五
六
九
年
の
メ
ル
カ
ト
ル
の
世
堺
園
は
は
じ
め
て
rJ
れ
が
わ
か
れ
て
'
メ
ル
カ
ト
ル
は

乙
の
海
峡
に
A

n
ian
と

い
ふ
名
を
つ
け
た
｡
所
が
利
鞘
肇
も
こ
れ
は
従
っ
て
並
泥
俺
と
記
し
て
ゐ
る
｡

こ
れ
は
ベ

ー
リ
ン
グ
が
展
に
rJ
の
悔
峡
を
敬
児
す
る
よ
わ
7P
百
五
十
年
も
以
前
の
智
誠
で
あ
る
｡
滑
rJ
の
他
は
旦

tA
ふ
べ

irTJrJ

と
が
多

い
､
し
か
し

ti
々
を
の
詳
細
と
の
べ
る
ほ
し
で
は
典

へ
ら
れ
た
紙
面
の
隈
が
あ
る
､

い
づ
れ
時
機
女
児
で
､

普
時
の
世
界
熱
誠
を
棉
介
し
や
う
と
考

へ
る
と
北
ハに
'
商
懐
仁
の
坤
輿
閲
を
も
讃
者
に
報
菅
L
や
う
と
瓜
ふ
し
小
川

博
士
記
念
論
叢
中
に
小
野
銭
二
君
の
ア
ピ
ア
ヌ
ス
の

コ
ス
モ
グ
ラ
フ
イ
ヤ
の
説
明
が
あ
っ
て
､
そ
の
中
に
地
球
儀
や

平
射
固
法
や
ア
ビ
ヤ
ン
閲
式
の
詳
細
な
説
明
が
あ
る
｡
貰
う
し
て
rJ
の
ア
ピ
ア
ン
の
プ
ロ
ゼ
ク
,b

ヨ
ン
ほ
開
す
る
聡

明
が
あ
っ
て
､
そ
の
後
'ボ
ル
ド

ー
ネ
'
カ
ポ
ッ
ト
'
ブ
デ
イ
ア
ヌ
ス
.
ミ
エ
ソ
で
プ
ル
､
及
び
有
名
夜
オ
ル

チ
リ
ク

ス
等
ほ
用
以
ら
れ
ね
楕
図
式
世
静
間
と

い
ふ
形
式
が
出
水
ね
こ
と
や
'
ア
ピ
ア
ヌ
ス
の
世
勝
間
に
は
ァ
プ
リ
カ
の
覇

か
ら
東
南
は
大
な
る
陸
地
が
あ
る
等
､
予
の
本
給
に
参
考
と
す
べ

き
所
が
多

い
p
予
は
敬
で
rJ
の
,J
と
を
附
記
し
て

好
撃
の
士
の
同
番
同
拾
三
C
京
か
ら
三
五
京
ま
で
の
所
を
見
ら
れ
ん
rJ
と
な
す
I,
め
る
｡
蓋
し
や
テ
オ
-
ツ
チ
は
恐



ら
く
班
津
で
の
ア
ピ
ア
…

の
位
置
を
し
め
､
か
れ
が
歓
洲
で
や
つ
琴
や
-
在
乙
と
計
ー
駅
東
や
南
京
や
北
霜
で
栗

行
し
た
の
で
あ

っ
LJ
｡

滑
序
誓

言
し
た
い
こ
と
が
あ
る
〇
着
に
引

い
た
坤
輿
聞
禁

紬
-

蒜

文
は
､
日
本
で
は
利
氏
の
｢
坤
輿
岡
野

と

い
ふ
名
で
空

し
は
や
孟

た
畠

で
あ
っ
て

新
井
白
石
が
西
洋
紀
聞
や
来
歴
望

冒

互
-
る
ほ
管

､
ロ
ー

T,

人
:

孟

迫
詞
の
オ

ラ
ン
ダ
人
に
間
至

p外
郭
の
事
情
を
記
し
た
と

Jh.
彼
は
聖

に
乙
の
坤
興
間
数
撃

不
し

た
こ
と
で
あ
る
｡

前
寒
に
於
芸

べ
盗

品

淫

坤
輿
園
に
讐

て

こ
の
ア
ピ
ア
ン
園
の
乙
と
誉

れ
に
両
極
-

心
と
し
わ

南
北
牢
球
閲
を
い
れ
た
班
由
と
L
t･.
-

地
形
本
間
球
･

今
岡
篤
平
面
､
其
州
難
三

党
而
悟
,
則
叉
倣
琴

芝

法
､
荷
作
牛
球
間
者
二
葛

と
し
る
し
た
の
で
､

白

石

は

采

燃
些

r1-1
の
輿
地
組
敏
に

美
空

不
明
儒
所
知

寓
閥
坤
輿
平
面
･#
球
等
聞
;,j
L聞
其
軍

と
の
べ
た
0
即
白
石
は
利
鞘
讐

乙
の
六
幅
の
地
図
を
嬰

ポ
し
て
p

い
ろ
-

西
洋
の
乙
と
藍

冨

た
｡
讐

ノ
て
彼

の
著
述
の
二
分

･L
e
智
織
は
ぞ

坤
輿
園
で
あ
る
p
こ
の
事
は
後
世
に
も
明
に
し
ら
れ
孟

宗

で
'
通
航

壷

h
l

銅
適
し
た
林
大
弊
習

其
の
影
･響

1J無
税
し
な
か
つ
ね
と
み
え
,
作
者
不
詳
､
淡
は
智
非
藤
の

｢
嘆
泳
飴
寵
｣
と

い

ふ
本
の
中
か
ら
左
の
軍

㌫

い
て

以
で
坤
輿
間
詮
の
我
地
排
撃
界
は
於
け
る
楳
筒
を
明
は
し
て
ゐ
る
｡
日
く
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利
粥
封

の
坤
桝
祝
仙
余
榊
に
北
て

三
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四
九



地

球

鮮
十
五
番

節
三
助

三
四

五
〇

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
1
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
･
ヽ
ヽ
､
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

な
り
｡
却
っ
て
耽
脚
に
て
は
串
に
こ
の
凝
近
-
糊
-
る
を
以
て
そ
れ
ら
の
上
に
川
る
'
こ
れ
和
船

の
軸
路
久
し
き
を
以
て
也
｡

端
脚
捌
大
洲
方
の
都
に

預
け
て
は
鞍
人
の
い
ま
だ
沈
め
ざ
る

桝
を
糾
ら
か
に
す
る
も
の
あ
り
｡
此

l
却
す
ら
外
邦
恥
域
を
知
る
の

叫
鉦
を
柑
た
り
Q

と
.

い
か
に
も
葦
保
以
前
我
園
の
人
々
め
海
外
智
誠
と

い
へ
ば
､

職
方
外
記
､

利
氏
坤
輿
間
の
外
は
夜
か
っ
た
､
正

保
に
出
雄
だ
藩
閥
線
外
園
を
は
じ
め
'
罫
永
ほ
至
る
迄
二
世
紀
牢
の
間
す
べ
て
は
坤
輿
登
園
及
其
間
説
は
よ
っ
て
'

地
球
を
知
-
､
之
･,k
聞
示
す
る
所
以
を
し
わ
､
五
昔
の
別
､
六
大
洲
等
の
位
龍
を
尊
ん
だ
の
で
あ
る
｡
ru
う
し
た
わ

れ
で
白
石
は
至
っ
て
始
め
て
､
)J
の
地
閲
の
轟

き
方
と

い
ふ
戊
の
を
質
問
す
る
や
う
ほ
も
菅

,
.
オ
ラ
シ

ダ
人
の
蘭

織
を
得
て
.
愈
健
か
に
利
氏
の
地
図
を
よ
ひ
こ
と
が
出
水
た
の
で
あ
っ
た
｡
や
が
て
挑
人
の
い
ま
だ
究
め
ざ
る
事
を

別
ほ
し
､
そ
れ
ら
の
上
は
あ
る
や
う
な
地
誌
ね
と

へ
ば
常
軌
園
説
､
泰
西
輿
地
聞
龍
の
如
き
'
父
地
閲
で
は
例
令

ば

偶
蘭
新
課
地
球
全
問
(橋
本
宗
等
薯
)
や
.
文
化
七
年
の
高
橋
作
左
衛
門
の

｢新
訂
寓
開
塾
問
｣
の
如

き
出
版
79
出
凍

て
支
那
の
地
軸
よ
-
も
､
迄
に
進
歩
⊥
た
世
界
智
織
を
鰭
程
す
る
に
至
っ
た
の
で
か
る
｡

rJ
の
卯
は
支
部
が
海
外
の
事
情
に
暗
-
し
て
阿
片
戦
中
を
ど
敬
意
起
し
た
に
も
不
殉
､
E
,本
は
後
山
は
し
て
､
し

か
も
よ
Y
源
外
と
交
渉
し
て
開
園
を
と
げ
た
と

い
ふ
大
在
る
効
果
を
導

い
ね
換
価
に
も
在
っ
た
pJ
と
で
あ
る
｡

;
芸

で
fJ
J
に
至
れ
ば
利
氏
の
rJ
の
個

に
ょ
つ
で
啓
磯
さ
れ
た
日
本
人
の
世
界
勢
織
と
､
白
石
や
昆
陽
か
ら
以
後

収
於

で.
邦
人
先
覚
者
の
世
界
智
識
を
撃
.ふ
た
め
に
努
力
し
た
地
理
学
の
跡
豊
野
ぬ
る
乙
と
は
､

謡

に
我
開
問
虹

研
究
上
の
韮
婁
在
る

一
部
門
で
あ
る
と
考

へ
る
､
予
は
rJ
の
故
に
鉦
今
磯
を
待

て古
い
帥
間
か
ら
序
を
迫
ふ
て
蘭
者

に
を
の
研
究
の
姑
基
を
開
陳
L
や
う
と
考

へ
る
｡

(
昭
利
六
年

一
月
十

一
日
記
)

追

記



壮
非
軸

外

帆
の
r

p
ゼ
ク
シ
Tn
ン
は

1
七
七
二
聖

フ
ふ
ベ
ル
ト
の
碓
案
し
た
帆
枇
串
的
相
投
妙
法
に
似
て
ゐ
る
が
､
も
し
き
う
だ
と
す
れ
ば
如
何
裸
は

i_=
北
松

の

...Iil仰

相
に
な
る
｡
し
か
る
に
宥
裾
帆
糊

の
プ

ロ
ゼ
ク
シ
コ
ン
は
水
田
の
神
が
輔
北
級
紬

の
二
倍
し
か
な
い
O

さ
う
し
て

11
艦

の
桁
は
火
所
も

舶
北
も
紐
肺
炎
に
同
点

で
､
ラ
ム
ベ
ル
ト

の
如
-
柚
に
虻
-
稗
納
ま
る
と

い
ふ
こ
と
が
な
-
t
.n
ン
ベ
ン
シ

ョ
ナ
ル
に
川
水
て
ゐ
る
､
龍
し
ジ
オ
メ
ト

-
ツ
ク
で
は
な

い
O

こ
の
法
は

Z
y
tin
d
er
pT0
5e
k
ti
on
mi

t

L
Jd
lg
e
n
tr
e
u
e
m

A
q

u
a
to
r

と

い

ふ
脚
杜
刑
法
の

1
稀

で
は
あ
る
が
'
狗
進

で
Q
u

ad
r
a
tisch
e
p
ta
ttk
a
r
te

と

い
ふ

も
の
であ
る
'
さ
う
し
て
こ
の
方
法
は
メ

ル
カ

ト

ル
よ
り
も
tE
-
打
水
し
た
｡
故
に

こ
の
部
を
附
配
し
て

前

紙
の

･鎚=Jを
比
す
｡
獅
又

家
光
の
枕
餅
肌
と

い
ふ
も
の
は
'
避
長
十
六
舛
破
水

の
も
の
だ
と
い
ふ
腿
史
つ
き
の
も
の
で
あ
っ
て
成
は
さ
う
し
た
市

い
世

耕
す
糊

が
古
-
碓
氷
し
た

も
の
で
あ
ら
う
と
考

へ
る
節
が
あ
る
D
但
し
蹄
柑
寺

の
界
凪
は
何
と

い
っ
て
も
新
し
i
･
こ
と
は
雑
貨

で
あ
る
か
ら
併
せ
て
之

を
附
拙
す
る
｡

丹

那

断

静

を

観

る

越

素

一

十

一
月
二
十
六
円
北
伊
豆
地
方
震
災
の
報
計
開
く
や

匿
に
現
場
踏
査
の
慾
盟
は
止
ま
な
か
っ
た
が
､
種
々
の

都
合
上
其
意
を
達
し
静
夜
か
っ
た
が
十
二
月
二
日
愈
々

其
機
骨
を
得
其
夜
出
発
し
た
｡
明
る
三
日
t
E
の
二
=

間
を
震
災
地
に
箪
打
止
め
得
る
轟
が
出
凍
LJ
｡
僅
か
の

日
放
ほ
て
は
到
底
傘
地
域
の
調
査
は
不
可
能
な
る
事
で

あ
る
が
へ
丹
那
､
浮
桁
の
両
盆
地
附
近
の
地
境
の
幾
分

外
淋
防
府
を
徹
る

を
も
知
る
を
み
た
｡

此
ほ
封
し
て
私
が
従
凍
持
ち
凍
っ
た
日
本
島
弧
上
に

放
け
る
地
殻
運
動
と
今
回
の
地
震
運
動
と
の
闘
係
に
就

て
少
し
く
考
察
し
て
見
た

い
と
川
心
ふ
の
で
あ
る
｡
北
は

箱
根
E田
代
盆
地
よ
-
延
長
せ
る
と
云
ふ
断
層
は
'
丹
那

盆
地
北
部
に
現
れ
略
南
に
走
-
盆
地
南
端
に
連
す
る
其

0
0
0

よ
-
山
拘
曹
断
簡
谷
に
満
以
池

の

山

LkJ碑
で
断
摸
し
洋

二

T;

;<
一


